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「新知見の扱いとその活用はいかにあるべきか」
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プラントの設計・建設・運転・保全の流れと「知見」

設計･建設基本計画

システム設計

機器設計

材料入手

製造・建設

試験運転

運用

保全計画

検査保修

点検

評価･判断

処置

仕様書

保全

法令・指針

ガイドライン
指針

標準

手順

運用に用いられる“決まり”

技術的要請

社会的要請

経済的要請

事業要請

規制

スパイラルアップ

規格

基準

PDCAサイクル

研究開発

廃止処置

“決まり”
様々なデータ・情報

CADデータに集約

研究開発

ものつくりでの知見

運転経験



「知見」の構築
-情報基盤の構築と活用の流れ-

構築 活用

知恵

知識

情報

データ

知識を効果的に組み合わせて
使える仕組み

事象としての集約されたデータ

情報基盤

最適な方法や判断基準の提示

経験 実績の例示
（良好なプラクティス）

トラブルや研究・開発の経験
における個別データ

適用される形に一般化
された情報

個々のデータ集

体系的な情報基盤の構築
情報基盤の
体系的な活用の仕組み

役に立つ形に形式化
された知識

個人では「見識」

標準・規格・基準


